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オスマン帝国の黒海穀物貿易独占とモルダヴィア・ワラキア (下)












Dimittie Cantemir(在位 :1710-11年)と同盟しつつ遂行された再度の露土戦争 (1710-13年)に
は敗れ,1711年プルート条約 。1713年アドリアノープル条約において逆にアゾフ海を返還している。
またオーストリアは皇帝レオポルト1世 (在位 :1658-1705年)治世の神聖戦争 (1683-99年)と







































































































































































































ロシアとの和平交渉では1700年コンスタンチノープル条約以来「南方への窓」hc window to he
southの開放を繰り返し求めるピョートル1世に対して,黒海は露土国境にあらず「帝国領内」a
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表3:オスマン帝国の穀物供給市場構成 1758年 (単位 iキラ)



















小  計 2,164,000 459.000
Karesi Mihalic
トラキア Γekfurdagi 1.800.000









」ヽ    言十 580.000
総  計 7,050,000




図2:オスマン小麦価格の動向 15-19世紀 (単位 :純銀グラム/キログラム)
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ノープル精肉局長le chef des bouchers(kasapbasi)の派遣する羊肉商人bouchers(kasap)・牧人patres
(s所中)によつて独占的に展開された。修のかくしてオスマン帝国はその首都コンスタンチノープ





チノープルの養父」pOrc nouricier de Constantinople・「ヨンスタンチノープルにとつて不可欠の穀























































ブ カ レスト大司教 っち1lfovに27・Vlascaに33
〔典拠〕S,Cdumbeanu,夢れ,pp.27-28,30
図3:ワラキア行政区画
教会所領 世俗所領 自由村落 直轄地 計
Vilcea 村落数 31(23) 25(19 76(56) 135(100)
世帯数 2,699(30)1,716(194,190(47) 387(4)8,992(100)
CO可 村落数 91(55) 164(100)
世帯数 515(10)2,321(442,133(4ユ 253(5)5,222(100)
Dou 村落数 16(15) 41(38) 44(41) 108r100う
世帯数 783(19)1,331(31)1,381(33)731(17)4,226(100)
Mehedinti村落数 17(16) 46(45) 36(35) 103(100)
世帯数 592(21)1.150(40)763(26) 381(13)2,886(
Romanati 村落数 15(19) 370(46) 13(16) 15(19)
世帯数 626(14)1,748(40)734(17)1,274(29)4.382r
計





〔典拠〕I.Colfus,Lttθ″//Z″ /4カrみ,9 atttヵ″腕 純 ″就
'と
″ 蘊 9,″彦,Bucattst,1969,pp.48-49.
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表6:ワラキアにおける穀物生産の動向 1738-41年       (単位:キラ)
IIfov Prahova Vilcea Romanati Gori Doli









表7:ワラキア穀物生産における領主直営地・農民保有地の比重関係 1738-40年  (単位:キラ)





小 麦 7 7/ 120 = 1 / 17
トウモロヨン 1 / 10.4
小 麦 19/  35=1/ 18
トウモロコン ユ / 117
Vilcea
Hurez
刀ヽ 麦 72 /  940 = 1 / 13
トウモロヨン H2.5 1125 86 /1,125 〓 1 / 13
キ ビ 97. 5 975 27/ 975=1/36
Bistrita
小 麦 1 / 32
トウモロコン 1/13
Romanati
BHncovenl 56 /1,360 = 1 / 24.3
Caluiu
小 麦
トウモロコシ /  9
Saint‐Georges
1, 200 50 /1,200 =
50 /  800 =
〔典拠〕S.Columbeanu,ψ肱,pp 83-87.
表8:領主所領収入内訳 1730-40年度平均       (単位 :ターレル)
Bucarest Prahova Vilcea
修道院 Cotroceni Coltea Saint―Jean MargineniCozla
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卜は「農民解放のパイオエア」a pioneer Of peasant live守,その農奴解放令はルーマニア「農奴制



































































年にはモルダヴィア君主に親露派のグリゴレ三世ギーカ Grigore IΠ Ghica(モルダヴィア君主 :
1764-67,74-77年・ワラキア君主 :1768-69年)が,またワラキア君主にアレクサンドル・イプ
シランティAlexandm IPsilani(モルダヴィア君主 :1785-86年・ワラキア君主 :1774-82,96-97
年)が,それぞれ任命されている。
“
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他方オーストリアは国内産業の育成政策と平行しつつ,その製品販売・原料供給市場としてドナ
ウ河乃至アドリア海経由でのバルカン進出を重視し,既にマリア・テレジア時代の1759年には「レ
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害によつて農業生産に大きな打撃を受け,首都プカレストが深刻な食糧危機に直面していたため,


















































表10:ワラキアにおける農村世帯 1773-92年         (単位 :戸)
〔典拠〕S Columbean■,ヮι″,pp 39-43.
表11:ワラキア穀物生産における領主直営地・農民保有地の比重関係 1772-80年 (単位 i cezvert)
〔典拠〕S Cdumbeanu,ψι力,,pp.83-87
表12:ワラキアにおける穀物生産の動向 1772-89年     .(単位:cezver0
〔典拠〕S Columbeanu,9p.c力.,pp.66-68.
表13:領主所領収入内訳 1770-90年度平均       (単位:ターレル)
修道院 年度 穀物 佃 主 の 」 代 収 人 農民保有地の生産総量

























































計 ラR35 23夕4 41700946lR9∩ 1459∩F19R6クク4ク 441 0
〔典拠〕S,Cdumbeanu,v“,ど,pp 154…157






































































































を1雰復 して軍事同盟を形成し,ここにナポレオン戦争の一角として露土戦争が再発 した。 しかも
1807年テイルジット条約により普露両国が敗戦すると,フランスはもはや不要となった仏土同盟を
解消したのみならず,むしろ大陸制度加盟の代価として1808年エルフル ト条約のもとアレクサンド
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よる貨幣価値の下落を背景に穀物価格は上昇を続け (前掲図4),(1リマフムート2世 (在位 :1808-
39年)治世においてルーマニア穀物への需要は上昇している。表15は当該期穀物輸入市場の内訳を
示しているが,これによれば黒海沿岸地帯が全体の半分を,特にバルカン半島の黒海沿地帯が全体
の30%以上を占め, しかもナポレオン戦争期には60%に達し,ルー マニア両国が トルコ穀倉地帯と














































オデッサ穀物輸出総量 (chetve■) 519,211 950,1411.004.1081,645,229
ロシア海外貿易総額に占める割合 (%) 129
イギリス穀物輸入総額に占める割合 (%)























幼 Иθθοクガ げ 力θP/'ηC″α′力ね げ 陶 J7pθ力
',,η



































































































小作地 1.1302.2301、8151.790 1.819 2`2751.8952.230
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